
お問い合わせ（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構 TEL. 078・262・5713　FAX.078・262・5122
webで確認 http://www.hyogo-al.jp/kouza/ひょうご講座

ひょうご講座ひょうご講座

令和元年９月開講

令和元年度募集要項

防災・復興防災・復興

国際理解国際理解
地域創成地域創成
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お申し込み手続きについて
｢ひょうご講座２０１9｣をお申し込みの際は、以下をよくお読みになったうえで、お申し込みください。

〈FAX・郵送による申込の場合〉
ご希望の分野を選択し、裏面の「受講申込書」に必要事項を記載してください。

078-262-5122

  〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2  人と防災未来センター東館６階

〈インターネットによる申込の場合〉
下記ホームページから、24時間いつでもお申し込みが可能です。

http://www.hyogo-al.jp/kouza/

■ 締切日：９月6日(金)　必着
■ 先着順で受け付け、定員になりしだい締め切ります。

■ 都合により、担当教員・テーマ等を変更する場合がありますので、あらかじめご了承願います。

■ 台風等により休講となる場合があります。その場合は、代替日を設けます。休講の場合は、ひょうご講座ホーム
 　ページに掲載するほか、FAXまたはE-mailにより、ご連絡します。

ひょうご講座URL

郵送先

F A X

■ 申込み受付後、「受講決定書」とともにお送りする郵便局の｢払込取扱票｣で、期日までに受講料をお支払
　 いください。現金持参によるお支払いはできませんのでご注意ください。

■ 受講料は前払いしていただきます。ご入金後にご連絡は原則いたしません。

■ 受講料振込後にキャンセルされる場合は、お申込締め切り日である９月６日(金)までに限り、ご指定の口座 
　に受講料を返金いたします（以降のキャンセルについては、返金できませんのでご了承ください）。
　なお、金融機関所定の振込手数料は、受講者の負担とさせていただきます。

■ 入金をもって、正式なお申し込みとなります。入金確認後｢受講者証｣を発送いたします。
　 受講当日は、この「受講者証」をお持ちください。

申 込 方 法

締 め 切 り

そ の 他

☎ 078-262-5713
（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構研究戦略センター 交流推進課
 月曜日～金曜日の9時～12時、13時～17時30分（国民の祝日・国民の休日を除く）

お問合わせ先

受講料のお支払いについて

ひょうご五国の魅力とこれからの地域づくり
　兵庫県は、摂津、播磨、但馬、丹波、淡路の五国から成り立ち、古代に定めら
れた広域行政単位の五畿七道で見ても、畿内、山陽道、山陰道、南海道がモザイ
クのように入り組んでいます。交通の要衝でもあり、マージナルな地域でもあっ
たことから豊かな文化や地域資源が育まれてきました。
　人口減少・高齢化が急速に進むなかで、こうした資源を活かして、新たな時代
にふさわしい地域づくりをどのように進めるべきか全国各地の事例にも学び
つつ、考えます。

開催日 テーマ 担当教員

9/11

9/25

10/ 9 

10/11

10/23

10/30

11/ 8 

11/13

11/20

11/25

地域歴史遺産を活かした地域づくり-ひょうご五国の歴史文化を考える-

ひょうご五国の自然や風土を探る

自然や風土の魅力を活かした地域づくり

文化遺産を活かした地域づくり

食を活かした地域づくり

地域の変容と地域コミュニティの再生

外国人材の受け入れと共生社会

先進的ICTを活用したまちづくり

産業遺産を活かした地域づくり 

人口減少社会のまちづくり-若者・郊外・中心市街地・VS東京-

奥村　弘

吉本　剛典

林　　まゆみ

村上　裕道

眞鍋　邦大

杉山　武志

吉冨　志津代

加賀　有津子

前畑　洋平

矢部　拓也 

神戸大学大学院人文学研究科長・教授

前兵庫教育大学大学院教授

京都橘大学文学部教授

兵庫県立大学環境人間学部准教授

名古屋外国語大学世界共生学部教授

大阪大学大学院工学研究科教授

NPO法人 J-heritage 代表

徳島大学大学院社会産業理工学研究部教授
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前兵庫県立大学大学院
緑環境景観マネジメント研究科教授

株式会社ワールド・ワン取締役（郷土連携推進担当）
農学博士

不安定化する国際情勢の行方を読む
　米中の軋轢の拡大、米露対立、英国のEU離脱問題など我が国を取り巻く国際
情勢は厳しさを増しており、世界的なポピュリズムの伸長などもあって混迷の度
を深めています。
　こうした世界の動向について学び理解を深めることにより、これからの我が国
の進むべき方向や役割について考えます。

開催日 テーマ 担当教員

9/19

9/27

10/ 4 

10/18

10/25

11/ 1 

11/15

11/22

11/29

12/ 6 

世界の難民・移民の現状と日本

グローバリズムとナショナリズム

ポピュリズムとヨーロッパ・デモクラシーの行方

米国第一主義と多国間主義：トランプ政権と対峙する世界

中東政治構造の激変と今後の行方

アメリカ衰退論の行方

ウクライナ情勢とロシア事情

中国経済のゆくえ －不確実性とダイナミズム－

AIをめぐる法・政策に関する動向

中国の対外政策と一帯一路構想

柄谷　利恵子

鈴木　基史

阪野　智一 

安岡　正晴

中村　　覚

中嶋　啓雄

岡部　芳彦

梶谷　　懐

福田　雅樹

浅野　　亮

関西大学政策創造学部教授

京都大学大学院法学研究科教授

神戸大学大学院国際文化学研究科教授

神戸大学大学院国際文化学研究科准教授

神戸大学大学院国際文化学研究科教授

大阪大学大学院国際公共政策研究科教授

神戸学院大学経済学部教授

神戸大学大学院経済学研究科教授

大阪大学大学院法学研究科教授

同志社大学大学院法学研究科教授
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ひょうご講座２０１9講義カレンダー

〈凡例〉

　　：防災・復興分野
　　：地域創生分野
　　：国際理解分野
①  ：回数
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⑦

⑧

⑧

⑨

⑩

⑧

⑦

⑥

⑨

11月
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

防災 地域 国際

⑦

10月
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

⑤

⑥

③

④

⑤

⑥

③

④

⑤

防災

防災
環境

国際

国際

①

①
9月
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

③

④

②

①

多発する災害からいのちと暮らしを守る
　阪神・淡路大震災から25年、全国で災害が多発するなか、｢忘れない｣｢伝える｣
｢活かす｣｢備える｣取り組みが重要との認識のもと、一人ひとりや地域全体の防災
力を高め、いのちや暮らしを守る取り組みなどについて学び、私たちは安全な社
会をめざして何をすべきか考えます。

防災・復興

開催日 テーマ 担当教員

9/13

9/18

9/20

9/30

10/ 7 

10/21

10/28

11/11

11/18

12/ 2 

災害多発時代を迎えて －私たちが備えるべきこと－

地区防災計画づくりの実践

誰一人とりのこさない防災をめざして

自主防災活動の展開のために －災害自己効力感を育む－

暮らしのなかで防災をまなぶ

進化する防災情報 －リスクを正しく理解し行動する－

災害時の避難行動 －いのちを守るために－

パートナーシップ型の災害対応と地域継続計画（DCP）

ひょうごの歴史災害に学ぶ

迫り来る巨大災害からの減災・復興 

室﨑　益輝

矢守　克也

立木　茂雄

元吉　忠寛

城下　英行

宇田川真之

木村　玲欧

紅谷　昇平

阪本　真由美

牧　　紀男

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長・教授

京都大学防災研究所教授

同志社大学社会学部教授

関西大学社会安全学部教授 

関西大学社会安全学部准教授 

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科准教授

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科准教授

京都大学防災研究所教授

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

金

水

金

月

月

月

月

月

月

月

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

②

②

防災 国際
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東京大学大学院情報学環附属
総合防災情報研究センター特任助教
兵庫県立大学環境人間学部・
大学院環境人間学研究科教授

地域創生

国際理解

開催時間 : １８：３０～２０：００

定  　員 : 各分野とも約４０名
　　　　　　※お申し込み受付は先着順とし、
　　　　　　　定員になり次第締めきります。

受 講 料 : １５，０００円（１分野） 

開催時間 : １８：３０～２０：００

定  　員 : 各分野とも約４０名
　　　　　　※お申し込み受付は先着順とし、
　　　　　　　定員になり次第締めきります。

受 講 料 : １５，０００円（１分野） 

開催時間 : １８：３０～２０：００

定  　員 : 各分野とも約４０名
　　　　　　※お申し込み受付は先着順とし、
　　　　　　　定員になり次第締めきります。

受 講 料 : １５，０００円（１分野） 

地域

地域

地域



お申し込み手続きについて
｢ひょうご講座２０１9｣をお申し込みの際は、以下をよくお読みになったうえで、お申し込みください。

〈FAX・郵送による申込の場合〉
ご希望の分野を選択し、裏面の「受講申込書」に必要事項を記載してください。

078-262-5122

  〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2  人と防災未来センター東館６階

〈インターネットによる申込の場合〉
下記ホームページから、24時間いつでもお申し込みが可能です。

http://www.hyogo-al.jp/kouza/

■ 締切日：９月6日(金)　必着
■ 先着順で受け付け、定員になりしだい締め切ります。

■ 都合により、担当教員・テーマ等を変更する場合がありますので、あらかじめご了承願います。

■ 台風等により休講となる場合があります。その場合は、代替日を設けます。休講の場合は、ひょうご講座ホーム
 　ページに掲載するほか、FAXまたはE-mailにより、ご連絡します。

ひょうご講座URL

郵送先

F A X

■ 申込み受付後、「受講決定書」とともにお送りする郵便局の｢払込取扱票｣で、期日までに受講料をお支払
　 いください。現金持参によるお支払いはできませんのでご注意ください。

■ 受講料は前払いしていただきます。ご入金後にご連絡は原則いたしません。

■ 受講料振込後にキャンセルされる場合は、お申込締め切り日である９月６日(金)までに限り、ご指定の口座 
　に受講料を返金いたします（以降のキャンセルについては、返金できませんのでご了承ください）。
　なお、金融機関所定の振込手数料は、受講者の負担とさせていただきます。

■ 入金をもって、正式なお申し込みとなります。入金確認後｢受講者証｣を発送いたします。
　 受講当日は、この「受講者証」をお持ちください。

申 込 方 法

締 め 切 り

そ の 他

☎ 078-262-5713
（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構研究戦略センター 交流推進課
 月曜日～金曜日の9時～12時、13時～17時30分（国民の祝日・国民の休日を除く）

お問合わせ先

受講料のお支払いについて

ひょうご五国の魅力とこれからの地域づくり
　兵庫県は、摂津、播磨、但馬、丹波、淡路の五国から成り立ち、古代に定めら
れた広域行政単位の五畿七道で見ても、畿内、山陽道、山陰道、南海道がモザイ
クのように入り組んでいます。交通の要衝でもあり、マージナルな地域でもあっ
たことから豊かな文化や地域資源が育まれてきました。
　人口減少・高齢化が急速に進むなかで、こうした資源を活かして、新たな時代
にふさわしい地域づくりをどのように進めるべきか全国各地の事例にも学び
つつ、考えます。

開催日 テーマ 担当教員

9/11

9/25

10/ 9 

10/11

10/23

10/30

11/ 8 

11/13

11/20

11/25

地域歴史遺産を活かした地域づくり-ひょうご五国の歴史文化を考える-

ひょうご五国の自然や風土を探る

自然や風土の魅力を活かした地域づくり

文化遺産を活かした地域づくり

食を活かした地域づくり

地域の変容と地域コミュニティの再生

外国人材の受け入れと共生社会

先進的ICTを活用したまちづくり

産業遺産を活かした地域づくり 

人口減少社会のまちづくり-若者・郊外・中心市街地・VS東京-

奥村　弘

吉本　剛典

林　　まゆみ

村上　裕道

眞鍋　邦大

杉山　武志

吉冨　志津代

加賀　有津子

前畑　洋平

矢部　拓也 

神戸大学大学院人文学研究科長・教授

前兵庫教育大学大学院教授

京都橘大学文学部教授

兵庫県立大学環境人間学部准教授

名古屋外国語大学世界共生学部教授

大阪大学大学院工学研究科教授

NPO法人 J-heritage 代表

徳島大学大学院社会産業理工学研究部教授

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

水

水

水

金

水

水

金

水

水

月

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

前兵庫県立大学大学院
緑環境景観マネジメント研究科教授

株式会社ワールド・ワン取締役（郷土連携推進担当）
農学博士

不安定化する国際情勢の行方を読む
　米中の軋轢の拡大、米露対立、英国のEU離脱問題など我が国を取り巻く国際
情勢は厳しさを増しており、世界的なポピュリズムの伸長などもあって混迷の度
を深めています。
　こうした世界の動向について学び理解を深めることにより、これからの我が国
の進むべき方向や役割について考えます。

開催日 テーマ 担当教員

9/19

9/27

10/ 4 

10/18

10/25

11/ 1 

11/15

11/22

11/29

12/ 6 

世界の難民・移民の現状と日本

グローバリズムとナショナリズム

ポピュリズムとヨーロッパ・デモクラシーの行方

米国第一主義と多国間主義：トランプ政権と対峙する世界

中東政治構造の激変と今後の行方

アメリカ衰退論の行方

ウクライナ情勢とロシア事情

中国経済のゆくえ －不確実性とダイナミズム－

AIをめぐる法・政策に関する動向

中国の対外政策と一帯一路構想

柄谷　利恵子

鈴木　基史

阪野　智一 

安岡　正晴

中村　　覚

中嶋　啓雄

岡部　芳彦

梶谷　　懐

福田　雅樹

浅野　　亮

関西大学政策創造学部教授

京都大学大学院法学研究科教授

神戸大学大学院国際文化学研究科教授

神戸大学大学院国際文化学研究科准教授

神戸大学大学院国際文化学研究科教授

大阪大学大学院国際公共政策研究科教授

神戸学院大学経済学部教授

神戸大学大学院経済学研究科教授

大阪大学大学院法学研究科教授

同志社大学大学院法学研究科教授

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

木

金

金

金

金

金

金

金

金

金

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1
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3
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8

9

10

ひょうご講座２０１9講義カレンダー

〈凡例〉

　　：防災・復興分野
　　：地域創生分野
　　：国際理解分野
①  ：回数

防災 地域 国際

⑦

⑧

⑧

⑨

⑩

⑧

⑦

⑥

⑨

11月
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

防災 地域 国際

⑦

10月
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

⑤

⑥

③

④

⑤

⑥

③

④

⑤

防災

防災
環境

国際

国際

①

①
9月
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

③

④

②

①

多発する災害からいのちと暮らしを守る
　阪神・淡路大震災から25年、全国で災害が多発するなか、｢忘れない｣｢伝える｣
｢活かす｣｢備える｣取り組みが重要との認識のもと、一人ひとりや地域全体の防災
力を高め、いのちや暮らしを守る取り組みなどについて学び、私たちは安全な社
会をめざして何をすべきか考えます。

防災・復興

開催日 テーマ 担当教員

9/13

9/18

9/20

9/30

10/ 7 

10/21

10/28

11/11

11/18

12/ 2 

災害多発時代を迎えて －私たちが備えるべきこと－

地区防災計画づくりの実践

誰一人とりのこさない防災をめざして

自主防災活動の展開のために －災害自己効力感を育む－

暮らしのなかで防災をまなぶ

進化する防災情報 －リスクを正しく理解し行動する－

災害時の避難行動 －いのちを守るために－

パートナーシップ型の災害対応と地域継続計画（DCP）

ひょうごの歴史災害に学ぶ

迫り来る巨大災害からの減災・復興 

室﨑　益輝

矢守　克也

立木　茂雄

元吉　忠寛

城下　英行

宇田川真之

木村　玲欧

紅谷　昇平

阪本　真由美

牧　　紀男

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長・教授

京都大学防災研究所教授

同志社大学社会学部教授

関西大学社会安全学部教授 

関西大学社会安全学部准教授 

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科准教授

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科准教授

京都大学防災研究所教授

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

金

水

金

月

月

月

月

月

月

月

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

②

②

防災 国際

⑩

12月
1
2
3
4
5
6

日
月
火
水
木
金 ⑩

⑨

 

東京大学大学院情報学環附属
総合防災情報研究センター特任助教
兵庫県立大学環境人間学部・
大学院環境人間学研究科教授

地域創生

国際理解

開催時間 : １８：３０～２０：００

定  　員 : 各分野とも約４０名
　　　　　　※お申し込み受付は先着順とし、
　　　　　　　定員になり次第締めきります。

受 講 料 : １５，０００円（１分野） 

開催時間 : １８：３０～２０：００

定  　員 : 各分野とも約４０名
　　　　　　※お申し込み受付は先着順とし、
　　　　　　　定員になり次第締めきります。

受 講 料 : １５，０００円（１分野） 

開催時間 : １８：３０～２０：００

定  　員 : 各分野とも約４０名
　　　　　　※お申し込み受付は先着順とし、
　　　　　　　定員になり次第締めきります。

受 講 料 : １５，０００円（１分野） 

地域

地域

地域



お申し込み手続きについて
｢ひょうご講座２０１9｣をお申し込みの際は、以下をよくお読みになったうえで、お申し込みください。

〈FAX・郵送による申込の場合〉
ご希望の分野を選択し、裏面の「受講申込書」に必要事項を記載してください。

078-262-5122

  〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2  人と防災未来センター東館６階

〈インターネットによる申込の場合〉
下記ホームページから、24時間いつでもお申し込みが可能です。

http://www.hyogo-al.jp/kouza/

■ 締切日：９月6日(金)　必着
■ 先着順で受け付け、定員になりしだい締め切ります。

■ 都合により、担当教員・テーマ等を変更する場合がありますので、あらかじめご了承願います。

■ 台風等により休講となる場合があります。その場合は、代替日を設けます。休講の場合は、ひょうご講座ホーム
 　ページに掲載するほか、FAXまたはE-mailにより、ご連絡します。

ひょうご講座URL

郵送先

F A X

■ 申込み受付後、「受講決定書」とともにお送りする郵便局の｢払込取扱票｣で、期日までに受講料をお支払
　 いください。現金持参によるお支払いはできませんのでご注意ください。

■ 受講料は前払いしていただきます。ご入金後にご連絡は原則いたしません。

■ 受講料振込後にキャンセルされる場合は、お申込締め切り日である９月６日(金)までに限り、ご指定の口座 
　に受講料を返金いたします（以降のキャンセルについては、返金できませんのでご了承ください）。
　なお、金融機関所定の振込手数料は、受講者の負担とさせていただきます。

■ 入金をもって、正式なお申し込みとなります。入金確認後｢受講者証｣を発送いたします。
　 受講当日は、この「受講者証」をお持ちください。

申 込 方 法

締 め 切 り

そ の 他

☎ 078-262-5713
（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構研究戦略センター 交流推進課
 月曜日～金曜日の9時～12時、13時～17時30分（国民の祝日・国民の休日を除く）

お問合わせ先

受講料のお支払いについて

ひょうご五国の魅力とこれからの地域づくり
　兵庫県は、摂津、播磨、但馬、丹波、淡路の五国から成り立ち、古代に定めら
れた広域行政単位の五畿七道で見ても、畿内、山陽道、山陰道、南海道がモザイ
クのように入り組んでいます。交通の要衝でもあり、マージナルな地域でもあっ
たことから豊かな文化や地域資源が育まれてきました。
　人口減少・高齢化が急速に進むなかで、こうした資源を活かして、新たな時代
にふさわしい地域づくりをどのように進めるべきか全国各地の事例にも学び
つつ、考えます。

開催日 テーマ 担当教員

9/11

9/25

10/ 9 

10/11

10/23

10/30

11/ 8 

11/13

11/20

11/25

地域歴史遺産を活かした地域づくり-ひょうご五国の歴史文化を考える-

ひょうご五国の自然や風土を探る

自然や風土の魅力を活かした地域づくり

文化遺産を活かした地域づくり

食を活かした地域づくり

地域の変容と地域コミュニティの再生

外国人材の受け入れと共生社会

先進的ICTを活用したまちづくり

産業遺産を活かした地域づくり 

人口減少社会のまちづくり-若者・郊外・中心市街地・VS東京-

奥村　弘

吉本　剛典

林　　まゆみ

村上　裕道

眞鍋　邦大

杉山　武志

吉冨　志津代

加賀　有津子

前畑　洋平

矢部　拓也 

神戸大学大学院人文学研究科長・教授

前兵庫教育大学大学院教授

京都橘大学文学部教授

兵庫県立大学環境人間学部准教授

名古屋外国語大学世界共生学部教授

大阪大学大学院工学研究科教授

NPO法人 J-heritage 代表

徳島大学大学院社会産業理工学研究部教授

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

水

水

水

金

水

水

金

水

水

月

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

前兵庫県立大学大学院
緑環境景観マネジメント研究科教授

株式会社ワールド・ワン取締役（郷土連携推進担当）
農学博士

不安定化する国際情勢の行方を読む
　米中の軋轢の拡大、米露対立、英国のEU離脱問題など我が国を取り巻く国際
情勢は厳しさを増しており、世界的なポピュリズムの伸長などもあって混迷の度
を深めています。
　こうした世界の動向について学び理解を深めることにより、これからの我が国
の進むべき方向や役割について考えます。

開催日 テーマ 担当教員

9/19

9/27

10/ 4 

10/18

10/25

11/ 1 

11/15

11/22

11/29

12/ 6 

世界の難民・移民の現状と日本

グローバリズムとナショナリズム

ポピュリズムとヨーロッパ・デモクラシーの行方

米国第一主義と多国間主義：トランプ政権と対峙する世界

中東政治構造の激変と今後の行方

アメリカ衰退論の行方

ウクライナ情勢とロシア事情

中国経済のゆくえ －不確実性とダイナミズム－

AIをめぐる法・政策に関する動向

中国の対外政策と一帯一路構想

柄谷　利恵子

鈴木　基史

阪野　智一 

安岡　正晴

中村　　覚

中嶋　啓雄

岡部　芳彦

梶谷　　懐

福田　雅樹

浅野　　亮

関西大学政策創造学部教授

京都大学大学院法学研究科教授

神戸大学大学院国際文化学研究科教授

神戸大学大学院国際文化学研究科准教授

神戸大学大学院国際文化学研究科教授

大阪大学大学院国際公共政策研究科教授

神戸学院大学経済学部教授

神戸大学大学院経済学研究科教授

大阪大学大学院法学研究科教授

同志社大学大学院法学研究科教授

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

木

金

金

金

金

金

金

金

金

金

●

●

●

●
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●
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〈凡例〉

　　：防災・復興分野
　　：地域創生分野
　　：国際理解分野
①  ：回数

防災 地域 国際

⑦

⑧

⑧

⑨

⑩

⑧

⑦

⑥

⑨

11月
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

防災 地域 国際

⑦

10月
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

⑤

⑥

③

④

⑤

⑥

③

④

⑤

防災

防災
環境

国際

国際

①

①
9月
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

③

④

②

①

多発する災害からいのちと暮らしを守る
　阪神・淡路大震災から25年、全国で災害が多発するなか、｢忘れない｣｢伝える｣
｢活かす｣｢備える｣取り組みが重要との認識のもと、一人ひとりや地域全体の防災
力を高め、いのちや暮らしを守る取り組みなどについて学び、私たちは安全な社
会をめざして何をすべきか考えます。

防災・復興

開催日 テーマ 担当教員

9/13

9/18

9/20

9/30

10/ 7 

10/21

10/28

11/11

11/18

12/ 2 

災害多発時代を迎えて －私たちが備えるべきこと－

地区防災計画づくりの実践

誰一人とりのこさない防災をめざして

自主防災活動の展開のために －災害自己効力感を育む－

暮らしのなかで防災をまなぶ

進化する防災情報 －リスクを正しく理解し行動する－

災害時の避難行動 －いのちを守るために－

パートナーシップ型の災害対応と地域継続計画（DCP）

ひょうごの歴史災害に学ぶ

迫り来る巨大災害からの減災・復興 

室﨑　益輝

矢守　克也

立木　茂雄

元吉　忠寛

城下　英行

宇田川真之

木村　玲欧

紅谷　昇平

阪本　真由美

牧　　紀男

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長・教授

京都大学防災研究所教授

同志社大学社会学部教授

関西大学社会安全学部教授 

関西大学社会安全学部准教授 

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科准教授

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科准教授

京都大学防災研究所教授

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

金

水

金

月

月

月

月

月

月

月

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1
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5

6

7

8

9

10

②

②

防災 国際

⑩

12月
1
2
3
4
5
6

日
月
火
水
木
金 ⑩

⑨

 

東京大学大学院情報学環附属
総合防災情報研究センター特任助教
兵庫県立大学環境人間学部・
大学院環境人間学研究科教授

地域創生

国際理解

開催時間 : １８：３０～２０：００

定  　員 : 各分野とも約４０名
　　　　　　※お申し込み受付は先着順とし、
　　　　　　　定員になり次第締めきります。

受 講 料 : １５，０００円（１分野） 

開催時間 : １８：３０～２０：００

定  　員 : 各分野とも約４０名
　　　　　　※お申し込み受付は先着順とし、
　　　　　　　定員になり次第締めきります。

受 講 料 : １５，０００円（１分野） 

開催時間 : １８：３０～２０：００

定  　員 : 各分野とも約４０名
　　　　　　※お申し込み受付は先着順とし、
　　　　　　　定員になり次第締めきります。

受 講 料 : １５，０００円（１分野） 

地域

地域

地域



お申し込み・お問い合わせ先

（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構研究戦略センター
　　　　　　　　　　　　　交流推進課 ひょうご講座担当

〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2
　　　　　　　　　　　　　人と防災未来センター 東館6階

TEL：078-262-5713　FAX：078-262-5122
E-mail：kouza@hyogo-al.jp

Webで確認 http://www.hyogo-al.jp/kouza/
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兵庫県民会館

兵庫県神戸市中央区下山手通4-16-3　TEL.078-321-2131

至姫路 至三宮・大阪
阪神電鉄 

兵庫県民会館

○ 神戸市営地下鉄・山手線「県庁前」駅下車、東出口1から右へ50ｍ
○ JR・阪神「元町」駅下車、北へ徒歩約7分

開催場所

【FAX送信先：078－262－5122】

該当する申込欄に□を入れてください。✓

申　込 分　　野　　名

■ 防災復興分野 － 多発する災害からいのちと暮らしを守る

■ 地域創生分野 － ひょうご五国の魅力とこれからの地域づくり

■ 国際理解分野 － 不安定化する国際情勢の行方を読む

ご参考までに以下の項目にご回答下さい（該当するものに□をお願いします。）　✓

職　種

受講経験 □以前に、ひょうご講座を受講したことがある
□以前に、21世紀文明研究セミナーを受講したことがある

この募集要項は、どこで入手されましたか？

□ 主催者からのダイレクトメール
□ 県･市町の施設〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□ 生涯学習施設（いなみの学園など）〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□ 友人の紹介
□ 参加したイベントで〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〕
□ その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〕

ご協力ありがとうございました。
※本申込書に記載された個人情報は、当講座に関する連絡のほか今後当機構が主催･後援等を行う事業などのご案内の目的で使用させていただきます。

ひょうご講座2019 受講申込書

ふりがな 性　別 年  齢 （いずれかを○で囲んでください）

氏　名 男 ・ 女

連絡先
〒　　　－

電　話 －　　　　－ FAX －　　　　－

E-mail
＠

□ 急な連絡先は、Eメールのみでよい　

□ ご自宅　□ 勤務先

（休講等、急を要する際の連絡は、Eメールのみでよい場合、□をお願いします。）✓

10代　20代　30代　40代
50代　60代　70代　80代以上

※各欄は、楷書ではっきりとご記入ください。

□ 会社員　□ 公務員　□ 教員　□ 研究員　□ 団体職員（NPO除く）　□ NPO職員
□ 学生　□ 自営業・自由業　□ パート・アルバイト　□ 無職　□ その他（　 　　　　　）

ひょうご講座

ひょうご講座２０１9とは 

 

  

　21世紀文明を切り拓く高度な研究成果や専門的知識を得たいという県民の学習ニーズに
応えるため、（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構のネットワークを活用し、テーマ性を
明確にした大学教養レベルの連続講座を開講する。  

目  的 

令和元年９月中旬から12月上旬
※台風等により休講となった場合、代替日を12月上旬に開講することもあります。  　

開催時期

◆ 防災復興  多発する災害からいのちと暮らしを守る
◆ 地域創生  ひょうご五国の魅力とこれからの地域づくり
◆ 国際理解  不安定化する国際情勢の行方を読む   

分  野

お問い合わせ（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構 TEL. 078・262・5713　FAX.078・262・5122
webで確認 http://www.hyogo-al.jp/kouza/ひょうご講座

ひょうご講座ひょうご講座

令和元年９月開講

令和元年度募集要項

防災・復興防災・復興

国際理解国際理解
地域創成地域創成
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る
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で
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か
ら

学
ぶ
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る
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お申し込み・お問い合わせ先

（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構研究戦略センター
　　　　　　　　　　　　　交流推進課 ひょうご講座担当

〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2
　　　　　　　　　　　　　人と防災未来センター 東館6階

TEL：078-262-5713　FAX：078-262-5122
E-mail：kouza@hyogo-al.jp

Webで確認 http://www.hyogo-al.jp/kouza/
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兵庫県民会館

兵庫県神戸市中央区下山手通4-16-3　TEL.078-321-2131

至姫路 至三宮・大阪
阪神電鉄 

兵庫県民会館

○ 神戸市営地下鉄・山手線「県庁前」駅下車、東出口1から右へ50ｍ
○ JR・阪神「元町」駅下車、北へ徒歩約7分

開催場所

ひょうご講座

ひょうご講座２０１9とは 

  

　21世紀文明を切り拓く高度な研究成果や専門的知識を得たいという県民の学習ニーズに
応えるため、（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構のネットワークを活用し、テーマ性を
明確にした大学教養レベルの連続講座を開講します。  

目  的 

令和元年９月中旬から12月上旬
※台風等により休講となった場合、代替日を12月上旬に開講することもあります。  　

開催時期

◆ 防災復興  多発する災害からいのちと暮らしを守る
◆ 地域創生  ひょうご五国の魅力とこれからの地域づくり
◆ 国際理解  不安定化する国際情勢の行方を読む   

分  野




